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6
月
16
日（
火
）
社
会
福
祉
協
議
会
資
金
造
成

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ

6
月
17
日（
水
）
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
全
体
会
議

6
月
17
日（
水
）
日
本
商
工
会
議
所
常
議
員・議
員
総
会

6
月
19
日（
金
）
産
業
振
興
公
社
評
議
委
員
会

お
み
や
げ
品
総
会

6
月
21
日（
日
）
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定
試
験

6
月
22
日（
月
）
国
立
劇
場
お
き
な
わ
理
事
会

6
月
23
日（
火
）
戦
後
70
年
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式

6
月
25
日（
木
）
金
融
個
別
相
談
会

7
月
1
日（
水
）
事
業
引
き
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
会
議

7
月
5
日（
日
）
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
法
務
検
定
試
験

7
月
7
日（
火
）
夕
学
講
座「
国
際
経
済
と
日
本
の
課
題
」

7
月
11
日（
土
）
第
76
回
販
売
士
検
定
試
験

7
月
12
日（
日
）
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

検
定
試
験

5
月
1
日（
金
）	

平
成
27
年
度
ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
安
全
な

	

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議・表
彰
式

5
月
3
日（
日
）	

第
41
回
那
覇
ハ
ー
リ
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

	

セ
レ
モ
ニ
ー
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

5
月
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日（
月
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那
覇
空
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自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
会

5
月
13
日（
水
）	

沖
縄
国
税
事
務
所
土
地
評
価
審
議
会

	

世
界
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
大
会　
実
行
委
員
会

5
月
14
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木
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沖
縄
県
情
報
産
業
協
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第
1
回
理
事
会

5
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金
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沖
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振
興
開
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金
融
公
庫
運
営
協
議
会
事
前
説
明

5
月
18
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月
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税
制
改
正
と
相
続・事
業
継
承
セ
ミ
ナ
ー

5
月
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日（
火
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雇
用
拡
大
県
民
運
動

5
月
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木
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那
覇
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
常
任
委
員
会

5
月
22
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金
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平
和
祈
念
財
団
評
議
委
員
会

5
月
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月
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
セ
ミ
ナ
ー

5
月
26
日（
月
）	

「
う
ち
な
ー
ん
ち
ゅ
大
会
」実
行
委
幹
事
会

5
月
27
日（
水
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Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
発
展
促
進
県
民
会
議
幹
事
会

5
月
28
日（
木
）	

鉄
道
関
係
機
関
意
見
交
換
会

5
月
29
日（
金
）	

女
性
会
懇
親
会

6
・
7
月
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

事
務
局
日
誌
《
5
月
》
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琉球いろは歌

程順則（名護親方）は進貢使節として中国に渡り、人として身につけな
ければならない「六

りく
論
ゆ
衍
えん
義
ぎ
」を久米村に持ち帰り、最初の公立学校とな

る明倫堂を建て六論の教えを伝えた。多くの人々に広めようと「八・八・
八・六」の琉歌に詠み、いろは順に並べたのが「琉球いろは歌」です。この教えは、薩摩藩の島津藩主
を通じて江戸幕府の八代将軍吉宗へ伝えられ、道徳の教科書として寺子屋で使われました。
※引用　こころに留めたい「琉球いろは歌」47の言葉　琉球朝日放送編

戦前の明倫堂（現会議所近辺）
［写真提供：那覇市歴史博物館］

隠
かくちかくさりみ
ちかくさりめ　人

ふぃとぅぬあやまちぬ
の過

急
いすじあらたみてぃ
ぎ改めて　我

わちむみがき
肝磨け

【訳】	隠そうと思っても隠せるものではない、人の過
ちは。急いで改めて、自分の心を磨きなさい。

平 良米 盛 宮 城 山 里

ジョブ・カード
普及サポーター
登録企業募集中 !!

ジョブ・カード
普及サポーター
登録企業募集中 !!

キャリアアップ助成金キャリアアップ助成金
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　地域活性化・地域住民生活等支援交付金（地域消費喚起・生活支援型）を活用し、
沖縄県補助による「沖縄県公共交通利用による消費喚起事業」を実施します。
　本事業は、公共交通機関の利用促進を図るため、プレミアム商品券と路線バス
多頻度利用促進商品券の販売し、地域の消費喚起を促す目的としています。額面
にして約 40億円規模の商品券が市場に流通し、大きな消費喚起が見込まれます。
　後日、商品券ご利用の方法の他、商品券利用できる店舗の募集を行います。

お問い合わせ先：那覇商工会議所／TEL：098-868-3758／担当者　宮城博明

沖縄県公共交通利用による
消費喚起事業について（事前告知）

公共交通利用促進
プレミアム商品券

路線バス多頻度利用促進
特典商品券

【内　容】

○ 公共交通利用促進プレミアム商品券とは!?
購入条件として、バス３回、モノレール３回、タクシー１回
を利用した方を対象に１万円で１万２千円の商品券がご購
入できます。（商品券は、１人2冊まで購入可）
※計測期間：事業開始日～8/15まで
※商品券販売期間：8/1～8/31まで

○ 多頻度利用促進特典商品券とは!?

※商品券販売期間：12月31日まで

路線バスを月に20回以上利用した方を対象に、１万円の商
品券を１万円で購入していただいた方へ、期間内のバス利
用金額の15％、25％の商品券を授与。一般の方は15％で、
学生は25％です。

商品券ご利用希望店舗の申し込みについて
７月初旬頃から、受付を開始します。

詳しい内容につきましては、商工会議所ホームページもしくは商工会議所窓口までお問い合わせ下さい。

Monorail

Taxi

Bus

（例として、25回以上利用し、期間内のバス利用金額が３万円ならば、
１万+３万×25％（学生）＝10,000（購入商品券）+7,000円（授与商品券））
ただし、１回でも購入した場合、履歴は０回となり、千円未満の端数は切捨となります。
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平素は当所の事業運営に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
ご高承のとおり、当所では会員サービスの一環として、共済・福祉制度を提供しております。

この度は、会員事業所の皆様に当所の提供する共済・福祉制度について、より一層ご理解いただき、
事業経営にご活用いただきたく、加入拡大キャンペーンを実施いたします。

キャンペーン期間中の 4月から 6月の間、当所職員や共済・福祉制度引受保険会社であるアクサ生命保険（株）の社員が訪問させていた
だきますので、業務多忙のおり誠に恐縮ではございますが、お時間を頂戴出来ますようお願い申し上げます。

会員事業所の皆様には、本キャンペーンの趣旨をご理解いただき、是非ともご支援賜りますようお願い申し上げます。
末筆ではございますが、貴社の益々のご隆盛をご祈念申し上げます。

商工会議所共済・福祉制度の加入拡大キャンペーン実施中！

私たちがお伺いいたします！

比嘉恵利子 宮里　正美 神谷美賀子 久手堅るり子

金城　令子 嘉数　治代 比嘉康一郎 後上里和久

荻堂　香織 三浦　徹也 副島　真琴 新垣　圭司

金丸　央 金村絵梨香 村上　光弘

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 那覇商工会議所　共済係　TEL：098-868-3758

＜共済・福祉制度引受保険会社＞
所在地：〒900-0015 那覇市久茂地2-8-1　TEL：098-862-5084　担当：類地・船橋
アクサ生命保険株式会社　那覇営業所
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
、
住
民
票

を
持
つ
者
全
員
に
「
個
人
番
号
」（
法
人

に
は
「
法
人
番
号
」）
を
付
し
て
、
行
政

手
続
な
ど
で
利
用
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
行
政
機
関
が
保
有
す

る
社
会
保
障
と
税
の
情
報
が
一
つ
の
番

号
で
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
社
会

保
障
の
不
正
受
給
の
防
止
や
、
正
確
な

所
得
把
握
な
ど
が
可
能
に
な
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
開
始
に
伴
い
、

平
成
28
年
１
月
以
降
、
社
会
保
障
関
係

の
書
類
や
税
務
関
係
の
書
類
に
、
順
次

個
人
番
号
・
法
人
番
号
を
記
載
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

従
っ
て
、
民
間
企
業
で
、
①
従
業
員
・

扶
養
親
族
、
株
主
、
取
引
先
（
支
払
調

書
を
提
出
す
る
取
引
先
の
み
）
な
ど
か

ら
個
人
番
号
・
法
人
番
号
を
収
集
し
た

上
で
、
②
こ
れ
を
保
管
し
、
③
健
康
保

険
組
合
・
年
金
事
務
所
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
に
提
出
す
る
社
会
保
険
関
係
の

書
類
に
従
業
員
な
ど
の
個
人
番
号
を
記

載
し
た
り
、
税
務
署
や
都
道
府
県
に
提

出
す
る
源
泉
徴
収
票
・
支
払
調
書
・
報

告
書
な
ど
に
従
業
員
・
株
主
・
取
引
先

な
ど
の
個
人
番
号
・
法
人
番
号
を
記
載

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の

対
応
を
し
な
く
て
よ
い
民
間
企
業
は
存

在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　

個
人
番
号
は
、
住
民
票
が
あ
れ
ば
国

籍
や
年
齢
を
問
わ
ず
全
員
に
付
番
さ
れ

る
12
桁
の
数
字
で
あ
る
。
平
成
27
年
10

月
に
、
市
区
町
村
か
ら
、
住
民
票
の
住

所
宛
て
に
、
各
個
人
の
「
通
知
カ
ー
ド
」

が
郵
送
さ
れ
る
こ
と
で
通
知
さ
れ
る
。

　

個
人
番
号
を
そ
の
内
容
に
含
む
個
人

情
報
の
こ
と
を
「
特
定
個
人
情
報
」
と

い
う
。
例
え
ば
、
従
業
員
の
氏
名
・
電

話
番
号
と
い
っ
た
情
報
に
個
人
番
号
が

加
わ
る
と
「
特
定
個
人
情
報
」
に
な
る

（
個
人
情
報
＋
個
人
番
号
＝
特
定
個
人
情

報
）。

　

こ
の
個
人
番
号
と
特
定
個
人
情
報
は
、

取
り
扱
い
に
つ
い
て
厳
し
い
規
制
が
存

在
す
る
。

　

例
え
ば
、
民
間
企
業
は
、
原
則
と
し

て
行
政
機
関
な
ど
に
個
人
番
号
を
記
載

し
た
書
面
を
提
出
す
る
た
め
に
必
要
な

場
面
以
外
で
、
個
人
番
号
を
利
用
す
る

と
違
法
と
な
る
。

　

ま
た
、
行
政
機
関
な
ど
に
個
人
番
号

を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
す
る
た
め
に

必
要
な
場
面
以
外
で
の
特
定
個
人
情
報

の
第
三
者
へ
の
提
供
、
収
集
、
保
管
も

全
て
違
法
で
あ
る
。
特
定
個
人
情
報
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
（「
特
定
個
人
情
報

フ
ァ
イ
ル
」）
も
、
行
政
機
関
な
ど
に
個

人
番
号
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
す
る

た
め
に
必
要
な
範
囲
を
超
え
て
作
成
す

る
と
違
法
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
個
人
番
号
を
取
得
す
る
際

に
は
、
必
ず
「
本
人
確
認
」
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
具
体
的
に
は
、
①

番
号
確
認
（
番
号
が
間
違
っ
て
い
な
い

か
否
か
の
確
認
）、
②
身
元
（
実
在
）
確

認
（
提
供
し
て
い
る
人
間
が
な
り
す
ま

し
で
な
い
本
人
で
あ
る
こ
と
の
確
認
）

が
必
要
と
な
る
。
こ
の
本
人
確
認
の
実

務
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
が
、
民

間
企
業
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応

の
最
大
の
難
所
と
な
る
。

　

民
間
企
業
は
、
平
成
28
年
１
月
か
ら

順
次
、
行
政
機
関
な
ど
へ
提
出
す
る
書

類
に
個
人
番
号
・
法
人
番
号
を
記
載
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
今
年
中
に
、
取
り
扱
い

の
規
制
や
本
人
確
認
の
義
務
な
ど
を
前

提
と
し
た
①
個
人
番
号
の
収
集
、
②
保

管
、
③
行
政
機
関
な
ど
へ
の
提
出
の
た

め
の
業
務
と
Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
民
間
企
業

は
、
ま
さ
に
待
っ
た
な
し
の
対
応
を
迫

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

牛
島
総
合
法
律
事
務
所

弁
護
士
・
影
島
広
泰

企
業
の
対
応
は
急
務

解
説
マ
イ
ナ
ン
バ
ー　
第
１
回

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん
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★親子リズムバレエ
（ママ＋3歳～5歳／コミュニケーション作り）
★リトルJrバレエ
① なんみん祭、② 地域文化祭、③ 2,000円札祭
（パレット前広場）等で舞台・演舞の参加
★レディースバレエ
日・祝祭日のモーニングレッスンが人気です。
★シニアバレエ
50代～70代の方には、
リハビリや体幹強化の目的に人気です。

※体験レッスンもありますので、是非一度、お気軽にご連絡下さい。

〒900-0032
那覇市松山 1-32 -5  ユーアピビル 5F
若狭大通りＰ有 年中無休

発表会やコンクールのないバレエ教室
～シニアからの挑戦！ 始めませんか？～

兼次早苗バレエエクササイズスタジオ

T E L : 0 9 8 - 8 6 4 - 0 2 1 8  F a x : 0 9 8 - 8 6 4 - 0 2 1 8
h t t p : / / s a n a e b a l l e t . t i - d a . n e t /

会員の窓
Member's window
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　景
気
回
復
の
波
が
地
方
に
波
及
し
つ
つ
あ

る
。
地
方
で
も
景
況
感
が
改
善
し
、
全
て
の

地
域
で
企
業
の
資
金
繰
り
が
好
転
し
、
経
常

利
益
も
増
加
。
地
方
法
人
税
も
大
き
く
増
加

し
て
い
る
。
企
業
部
門
を
中
心
に
経
済
の
好

循
環
が
起
動
し
始
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
、
雇
用
や
賃
金
情
勢
も
着
実
に
改
善
し
て

い
る
。

　そ
れ
で
も
な
か
な
か
都
市
圏
と
地
方
の
景

気
格
差
は
縮
ま
ら
な
い
。
地
方
の
就
業
者
数

や
賃
金
が
都
市
圏
に
比
べ
緩
や
か
な
伸
び
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
消
費
の
回
復
が
遅
れ
て

い
る
こ
と
が
要
因
だ
。さ
ら
に
、そ
の
背
景
と

し
て
、
地
方
経
済
や
、
そ
こ
で
活
動
す
る
中

小
企
業
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
だ

か
ら
、
製
造
業
・
大
企
業
な
ど
を
中
心
と
す

る
収
益
改
善
の
恩
恵
が
地
方
に
及
び
に
く
く
、

む
し
ろ
円
安
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
や
す
い
。

こ
の
た
め
、
地
方
か
ら
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ

の
怨
嗟
の
声
さ
え
聞
こ
え
て
く
る
。

　も
っ
と
も
今
後
、
全
国
的
に
人
手
不
足
が

恒
常
化
す
る
下
で
、
雇
用
拡
大
や
賃
金
上
昇

の
動
き
を
通
じ
て
景
気
回
復
が
徐
々
に
地
方

に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
地
域
に
そ
の
受
け
皿
と
な
る
ヒ
ト
や

企
業
が
な
け
れ
ば
、
せ
っ
か
く
の
景
気
回
復

の
波
も
素
通
り
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。

国
内
の
景
気
回
復
の
流
れ
だ
け
で
な
く
、
海

外
経
済
の
活
力
を
自
ら
の
地
域
に
呼
び
込
む

た
め
に
も
、
地
方
自
治
体
に
は
、
ま
ず
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
が
域
外
に
流
出
す
る
状
況
を
逆

転
さ
せ
、
受
け
皿
を
育
て
る
自
助
努
力
が
求

め
ら
れ
る
。

　地
方
は
中
央
か
ら
離
れ
れ
ば
離
れ
る
ほ
ど

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
大
き
く
な
り
、
現
状

を
打
開
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
逆
境
を
逆
手
に
と
っ
て
、
景
気

回
復
の
波
及
な
ど
を
待
た
ず
、
し
っ
か
り
と

再
生
の
歩
み
を
続
け
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

島
根
県
隠
岐
諸
島
の
一
つ
で
あ
る
海
士
町
は

そ
の
例
で
あ
る
。離
島
で
あ
る
こ
と
か
ら「
な

い
も
の
は
な
い
」
と
居
直
り
、
10
年
以
上
に

わ
た
っ
て
続
け
て
き
た
行
財
政
改
革
や
産
業

創
出
努
力
が
実
を
結
び
、
島
産
の
魚
介
類
や

牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
。
都
市
圏
で
高
い

評
価
を
受
け
、
島
へ
の
移
住
者
も
増
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
全
国
の
自
治
体
な
ど
か
ら
視

察
が
絶
え
な
い
と
い
う
。
こ
こ
ま
で
海
士
町

を
突
き
動
か
し
た
の
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
財

政
再
建
団
体
に
な
り
、
島
が
消
え
る
と
い
う

強
烈
な
危
機
感
だ
っ
た
と
い
う
。
海
士
町
は

平
成
の
大
合
併
の
道
を
選
択
し
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
補
助
金
や
公
共
事
業
に
依
存

し
た
地
域
再
生
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
財
政
悪
化
や
過
疎
化
に
自
助
努

力
で
立
ち
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　も
う
一
つ
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
高
松

市
の
高
松
丸
亀
町
商
店
街
だ
。
商
店
街
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
化
に
苦
し
ん
で
い
る
自
治

体
は
多
い
が
、
高
松
丸
亀
町
商
店
街
は
ま
ち

づ
く
り
会
社
が
中
心
と
な
っ
て
、
国
の
補
助

金
な
ど
も
活
用
し
つ
つ
、
商
店
の
所
有
権
と

経
営
権
を
分
離
し
、
商
店
の
再
配
置
は
も
と

よ
り
、ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
置
、高
齢
者
向
け
の

低
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
確
保
を
進
め
、
活

性
化
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
商
店
街
の
再
生
を
地
場
産

業
の
振
興
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　し
か
し
、
海
士
町
や
高
松
市
な
ど
と
同
様

の
危
機
感
を
持
っ
て
地
域
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
が
ど
れ
だ
け
あ
る
だ
ろ
う
か
。

平
成
の
大
合
併
を
進
め
た
自
治
体
は
、
特
例

措
置
や
優
遇
策
の
期
限
が
切
れ
る
今
に
な
っ

て
苦
悩
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
今
後
は
、

財
政
健
全
化
の
要
請
の
下
で
、
国
の
地
方
に

対
す
る
支
援
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
い
か

な
く
な
る
。
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

と
い
え
る
。

　人
口
減
少
が
さ
ら
に
加
速
す
る
中
で
、
自

治
体
は
危
機
感
を
持
っ
て
行
財
政
改
革
や
産

業
振
興
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
各
地
域

は
他
地
域
の
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、
自
ら
の

特
徴
を
生
か
す
べ
く
知
恵
を
絞
る
。
そ
う
し

た
自
助
努
力
が
あ
っ
て
初
め
て
、
景
気
回
復

の
波
を
自
ら
の
地
域
に
呼
び
込
む
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

高
橋

　進
／
た
か
は
し
・
す
す
む　

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

後
、七
六
年
住
友
銀
行
に
入
行
。
ロ
ン
ド
ン
駐
在
、

経
済
調
査
部
な
ど
を
経
て
、
九
〇
年
日
本
総
合
研

究
所
に
着
任
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
四
年
ま
で
早

稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
客
員
教

授
、
〇
三
年
か
ら
近
畿
大
学
経
済
学
部
・
経
営
学

部
客
員
教
授
を
務
め
る
。
一
三
年
一
月
、
政
府
・

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
に
就
任
。現
在
、

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。

著
書
『
一
〇
年
後
の
日
本
を
読
む
「
先
見
力
」
の

つ
け
方
』（
徳
間
書
店
）
の
ほ
か
、日
本
経
済
新
聞
、

産
経
新
聞
な
ど
に
多
数
執
筆
。

日本総合研究所理事長
高 橋 　 進

　都
市
と
地
方
の
景
気
格
差
は
縮
ま
る
か

　
　
　
　
　
　
　自
治
体
に
危
機
意
識
は
あ
る
か

　今回は新規創業した経営者との人脈づくりについて書かせていただきます。創業（起業）支援

は地域創生の重要なテーマの一つとしてよく耳にします。安倍政権が推進している「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」でも、地方が成長する活力を取り戻し、全国津々浦々で景気回復を実感でき

るようにすることを目指す重要な施策として創業支援が登場します。ただ、創業に関する現状は芳

しいものではありません。当方は前職（１９９０年代～２０００年前後）で創業支援に関するビジ

ネス誌の編集長を長くしていましたが、当時より状況は悪化しています。事実、創業を希望する人、

実際に創業する人ともに大幅に減少。現在、日本での創業者は年 20 万人を超えていますが、これ

は国際比較するとかなり低い水準といえます。この状況を覆すのは簡単ではありません。

　ただ、皆さんの地域でも新規創業する人はゼロではないはず。各地の新規創業者に新たな雇用や

価値を生み出してもらいたいものです。ただ、新規創業者と業歴が長い経営者は意外と接点が少な

いとの話を聞きます。会社を立ち上げたばかりでは、慣れない仕事に追われて社外人脈を広げる

余裕がないからでしょう。ただ、こうした創業期にこそ先輩経営者のアドバイスは役に立ちます。

門戸を開いて「いつでも歓迎します」より一歩踏み込んで「ぜひとも経営者同士、仲良くしましょ

う」と先輩経営者から声掛けをして人脈づくりの機会をつくりたいものです。以前取材した、保険

代理店として新規創業した経営者は学生時代の友人から「われわれの勉強会に参加しない？ 」と

誘われたことがきっかけで経営者の人脈が広がったとのこと。そこで、新しい仕事のきっかけや経

営者としての心得を学べたことで経営の安定が早まったそうです。皆さんの周囲で勇気ある新規創

業者を見つけたら、ぜひとも仲間として応援してあげてください。経験豊富な先輩からのアドバイ

スに救われることがあるはずです。

　また、こうした新規創業期の経営者に接することで気付くこと、学べることはたくさんあります。

人のふり見て、わがふり直せ……ではありませんが、自分自身も忘れがちな経営者としての原点に

立ち返れたりします。例えば、相談相手となる専門家に誰を選ぶかといったことなどは、その典型

かもしれません。業歴が長くなると、当たり前にできていることも、あらためて再確認する機会に

なるかもしれません。また、新規創業した経営者ゆえの意欲的な仕事ぶりは大いに刺激になるで

しょう。これまでの人脈とコラボすることでもお互いの仕事でプラスになることはたくさんあるは

すです。

高城　幸司／たかぎ・こうじ
　1964年生まれ。同志社大学文学部卒業後、株式会社リクルートに入社。六期連続トップセールスに輝き、「伝
説のトップセールスマン」と呼ばれる。96年に日本初の独立／起業の情報誌「アントレ」を立ち上げ、事業部長、
編集長を歴任。その後、独立し、人事コンサルティング会社をはじめ三社の経営に携わる。現在は企業に対する人
材育成、人事戦略の策定などを行っている。

株
式
会
社
セ
レ
ブ
レ
イ
ン 

代
表
取
締
役
社
長

高

　城

　幸

　司

「新規創業者から気付きを得る」
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続
け
て
き
た
行
財
政
改
革
や
産
業

創
出
努
力
が
実
を
結
び
、
島
産
の
魚
介
類
や

牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功
。
都
市
圏
で
高
い

評
価
を
受
け
、
島
へ
の
移
住
者
も
増
え
て
い

る
。
こ
の
た
め
全
国
の
自
治
体
な
ど
か
ら
視

察
が
絶
え
な
い
と
い
う
。
こ
こ
ま
で
海
士
町

を
突
き
動
か
し
た
の
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
財

政
再
建
団
体
に
な
り
、
島
が
消
え
る
と
い
う

強
烈
な
危
機
感
だ
っ
た
と
い
う
。
海
士
町
は

平
成
の
大
合
併
の
道
を
選
択
し
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
補
助
金
や
公
共
事
業
に
依
存

し
た
地
域
再
生
モ
デ
ル
か
ら
の
脱
却
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
財
政
悪
化
や
過
疎
化
に
自
助
努

力
で
立
ち
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　も
う
一
つ
地
域
活
性
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
高
松

市
の
高
松
丸
亀
町
商
店
街
だ
。
商
店
街
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
化
に
苦
し
ん
で
い
る
自
治

体
は
多
い
が
、
高
松
丸
亀
町
商
店
街
は
ま
ち

づ
く
り
会
社
が
中
心
と
な
っ
て
、
国
の
補
助

金
な
ど
も
活
用
し
つ
つ
、
商
店
の
所
有
権
と

経
営
権
を
分
離
し
、
商
店
の
再
配
置
は
も
と

よ
り
、ク
リ
ニ
ッ
ク
の
設
置
、高
齢
者
向
け
の

低
層
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
確
保
を
進
め
、
活

性
化
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
商
店
街
の
再
生
を
地
場
産

業
の
振
興
に
も
つ
な
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　し
か
し
、
海
士
町
や
高
松
市
な
ど
と
同
様

の
危
機
感
を
持
っ
て
地
域
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
が
ど
れ
だ
け
あ
る
だ
ろ
う
か
。

平
成
の
大
合
併
を
進
め
た
自
治
体
は
、
特
例

措
置
や
優
遇
策
の
期
限
が
切
れ
る
今
に
な
っ

て
苦
悩
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
今
後
は
、

財
政
健
全
化
の
要
請
の
下
で
、
国
の
地
方
に

対
す
る
支
援
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
は
い
か

な
く
な
る
。
状
況
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

と
い
え
る
。

　人
口
減
少
が
さ
ら
に
加
速
す
る
中
で
、
自

治
体
は
危
機
感
を
持
っ
て
行
財
政
改
革
や
産

業
振
興
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
各
地
域

は
他
地
域
の
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、
自
ら
の

特
徴
を
生
か
す
べ
く
知
恵
を
絞
る
。
そ
う
し

た
自
助
努
力
が
あ
っ
て
初
め
て
、
景
気
回
復

の
波
を
自
ら
の
地
域
に
呼
び
込
む
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

高
橋

　進
／
た
か
は
し
・
す
す
む　

一
九
五
三
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒
業

後
、七
六
年
住
友
銀
行
に
入
行
。
ロ
ン
ド
ン
駐
在
、

経
済
調
査
部
な
ど
を
経
て
、
九
〇
年
日
本
総
合
研

究
所
に
着
任
。
二
〇
〇
〇
年
か
ら
〇
四
年
ま
で
早

稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
科
客
員
教

授
、
〇
三
年
か
ら
近
畿
大
学
経
済
学
部
・
経
営
学

部
客
員
教
授
を
務
め
る
。
一
三
年
一
月
、
政
府
・

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
に
就
任
。現
在
、

テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活
躍
中
。

著
書
『
一
〇
年
後
の
日
本
を
読
む
「
先
見
力
」
の

つ
け
方
』（
徳
間
書
店
）
の
ほ
か
、日
本
経
済
新
聞
、

産
経
新
聞
な
ど
に
多
数
執
筆
。

日本総合研究所理事長
高 橋 　 進

　都
市
と
地
方
の
景
気
格
差
は
縮
ま
る
か

　
　
　
　
　
　
　自
治
体
に
危
機
意
識
は
あ
る
か

　今回は新規創業した経営者との人脈づくりについて書かせていただきます。創業（起業）支援

は地域創生の重要なテーマの一つとしてよく耳にします。安倍政権が推進している「まち・ひと・

しごと創生総合戦略」でも、地方が成長する活力を取り戻し、全国津々浦々で景気回復を実感でき

るようにすることを目指す重要な施策として創業支援が登場します。ただ、創業に関する現状は芳

しいものではありません。当方は前職（１９９０年代～２０００年前後）で創業支援に関するビジ

ネス誌の編集長を長くしていましたが、当時より状況は悪化しています。事実、創業を希望する人、

実際に創業する人ともに大幅に減少。現在、日本での創業者は年 20 万人を超えていますが、これ

は国際比較するとかなり低い水準といえます。この状況を覆すのは簡単ではありません。

　ただ、皆さんの地域でも新規創業する人はゼロではないはず。各地の新規創業者に新たな雇用や

価値を生み出してもらいたいものです。ただ、新規創業者と業歴が長い経営者は意外と接点が少な

いとの話を聞きます。会社を立ち上げたばかりでは、慣れない仕事に追われて社外人脈を広げる

余裕がないからでしょう。ただ、こうした創業期にこそ先輩経営者のアドバイスは役に立ちます。

門戸を開いて「いつでも歓迎します」より一歩踏み込んで「ぜひとも経営者同士、仲良くしましょ

う」と先輩経営者から声掛けをして人脈づくりの機会をつくりたいものです。以前取材した、保険

代理店として新規創業した経営者は学生時代の友人から「われわれの勉強会に参加しない？ 」と

誘われたことがきっかけで経営者の人脈が広がったとのこと。そこで、新しい仕事のきっかけや経

営者としての心得を学べたことで経営の安定が早まったそうです。皆さんの周囲で勇気ある新規創

業者を見つけたら、ぜひとも仲間として応援してあげてください。経験豊富な先輩からのアドバイ

スに救われることがあるはずです。

　また、こうした新規創業期の経営者に接することで気付くこと、学べることはたくさんあります。

人のふり見て、わがふり直せ……ではありませんが、自分自身も忘れがちな経営者としての原点に

立ち返れたりします。例えば、相談相手となる専門家に誰を選ぶかといったことなどは、その典型

かもしれません。業歴が長くなると、当たり前にできていることも、あらためて再確認する機会に

なるかもしれません。また、新規創業した経営者ゆえの意欲的な仕事ぶりは大いに刺激になるで

しょう。これまでの人脈とコラボすることでもお互いの仕事でプラスになることはたくさんあるは

すです。

高城　幸司／たかぎ・こうじ
　1964年生まれ。同志社大学文学部卒業後、株式会社リクルートに入社。六期連続トップセールスに輝き、「伝
説のトップセールスマン」と呼ばれる。96年に日本初の独立／起業の情報誌「アントレ」を立ち上げ、事業部長、
編集長を歴任。その後、独立し、人事コンサルティング会社をはじめ三社の経営に携わる。現在は企業に対する人
材育成、人事戦略の策定などを行っている。

株
式
会
社
セ
レ
ブ
レ
イ
ン 

代
表
取
締
役
社
長

高

　城

　幸

　司

「新規創業者から気付きを得る」
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五
月
十
三
日
（
水
）、
沖
縄
県
立
博
物

館
に
て
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
共
催
に
よ

る
先
進
医
療
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
た
。
参

加
者
は
二
十
二
名
。

　

講
師
に
佐
賀
県
健
康
福
祉
本
部
粒
子

線
治
療
普
及
グ
ル
ー
プ
の
田
中
丈
晴
主

査
を
招
き
、
九
州
国
際
重
粒
子
線
が
ん

治
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
講
話
し
て
頂

い
た
。

　

施
設
は
平
成
二
十
五
年
五
月
に
開
設

し
、
九
州
新
幹
線
「
新
鳥
栖
駅
」
か
ら

徒
歩
三
分
と
好
立
地
に
施
設
が
あ
る
。

　

サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ
ト
は
、
３
Ｄ
ス
キ
ャ

ニ
ン
グ
法
を
用
い
立
体
的
な
施
術
を
行

い
、
二
十
分
～
三
十
分
横
に
な
る
だ
け

な
の
で
、
九
十
歳
の
方
に
施
術
は
可
能

で
あ
る
。
無
痛
で
即
効
性
を
実
感
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
が
、
徐
々
に
癌
が
委

縮
す
る
イ
メ
ー
ジ
。

　

日
帰
り
で
治
療
で
き
、
精
神
的
・
体

力
的
に
も
優
し
い
重
粒
子
線
治
療
で
あ

る
。
し
か
し
、
三
つ
の
ハ
ー
ド
ル
と

し
て
①
地
理
的
要
因
、
②
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
可
否
、
③
治
療
費
が
約

三
〇
〇
万
円
と
高
額(

経
済
的
要
因)

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

そ
の
内
③
に
関
し
て
は
、
医
療
保
険

に
安
価
で
付
加
で
き
る
先
進
医
療
保
障

加
入
に
よ
り
ク
リ
ア
で
き
る
。
今
一
度
、

自
分
の
加
入
し
て
い
る
保
険
に
先
進
医

療
特
約
が
つ
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
確

認
し
て
頂
き
た
い
。

（
企
画
業
務
部
・
新
田
）

～
ガ
ン
を
切
ら
ず
に
治
す
重
粒
子
線
治
療
～

先
進
医
療
セ
ミ
ナ
ー

　生命共済は会員様のみが加入できる制度です

（入院給付金付災害割増特約・ガン死亡特約付福祉団体定期保険 +見舞金・祝金制度）
平成２２年 1月に制度内容一部をリニューアルし、会員の皆様にとって利用価値の高い制度となりました。

「生命共済 」をご利用下さい !

●24 時間業務中・業務外を問わず保障します！
●1 口６３０円で加入できます！ (15 歳～ 50 歳の方の場合 )
●毎年収支計算し剰余金があれば配当します（27 年度配当率約 45％)
●加入者には結婚祝・出産祝として 10,000 円支給！
●事故通院・病気入院見舞金は口数によって支給！
●１年更新で医師の診査はありません。（告知あり）
●アクサ生命の付帯サービスが利用できます。
●掛金には、税法上の特典があります。

（法人が役員 /従業員の為に負担した掛金は全額損金に算入できます「法基通9-3-5」「所基通36-31の 2」）
（個人事業主が従業員の為に負担した掛金は全額必要経費に算入できます「直審3-8」「所基通36-31の 2」

※記載内容は「生命共済制度」の一部を記載したものです。ご加入にあたっては、パンフレット・重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご覧下さい。

田中晴主氏

●那覇市長表敬訪問の様子　

●國場会頭表敬訪問

　去った 4 月 23 日に、玉城会長、藤井専務及び三役が城間那覇市長に表敬訪問に伺いました。玉

城会長の挨拶の後、今年度の事業の説明を各三役が説明をしました。まず、佐久本副会長が 7 月の

定例会と那覇めしグランプリの説明をし、続いて長濱委員がキャリア教育に関して、高津副会長が

78 ＳＰＯの説明をしました。市長からは、那覇めしグランプリに健康をテーマにした内容を取り入

れるあらたな提案や、キャリア教育、巨人軍キャンプ等でのこれまでの連携に関するお礼、今後の

青年部に対する期待、各種活動に対する今後の連携に対し力強いお言葉を頂きました。

　4 月に行われた第 5 ７回通常総会を経て、平成 27 年度玉城会長をはじめとする新体制がスター

トし新役員が揃っての那覇商工会議所國場会頭表敬訪問が4月27日に行われました。　玉城会長は、

平成 27 年度の青年部の活動方針、計画について國場会頭と意見交換などを行いました。

　活動方針、計画につては、今年度の全体事業としての那覇めしグランプリの計画やＰＲ方法や、

また読売巨人軍那覇協力会への参画について説明しました。国場会頭からは、今年度の青年部の活

動を支援していくと心強いお言葉を頂きました。　

一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…

一灯照隅　万灯照國

HAISAI【ハイサイ】2015・第227号 6
月号

那覇商工会議所青年部会報
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●那覇市長表敬訪問の様子　

●國場会頭表敬訪問

　去った 4 月 23 日に、玉城会長、藤井専務及び三役が城間那覇市長に表敬訪問に伺いました。玉

城会長の挨拶の後、今年度の事業の説明を各三役が説明をしました。まず、佐久本副会長が 7 月の

定例会と那覇めしグランプリの説明をし、続いて長濱委員がキャリア教育に関して、高津副会長が

78 ＳＰＯの説明をしました。市長からは、那覇めしグランプリに健康をテーマにした内容を取り入

れるあらたな提案や、キャリア教育、巨人軍キャンプ等でのこれまでの連携に関するお礼、今後の

青年部に対する期待、各種活動に対する今後の連携に対し力強いお言葉を頂きました。

　4 月に行われた第 5 ７回通常総会を経て、平成 27 年度玉城会長をはじめとする新体制がスター

トし新役員が揃っての那覇商工会議所國場会頭表敬訪問が4月27日に行われました。　玉城会長は、

平成 27 年度の青年部の活動方針、計画について國場会頭と意見交換などを行いました。

　活動方針、計画につては、今年度の全体事業としての那覇めしグランプリの計画やＰＲ方法や、

また読売巨人軍那覇協力会への参画について説明しました。国場会頭からは、今年度の青年部の活

動を支援していくと心強いお言葉を頂きました。　

一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…一人ひとりの小さな灯火が、地域を照らす大きな灯火への成長を目指して…

一灯照隅　万灯照國

HAISAI【ハイサイ】2015・第227号 6
月号

那覇商工会議所青年部会報
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●5月定例会報告

5月定例会並びに平成26年度日本商工会議所青年部　仲田会長の講演会が行われました。

（日　時）　平成27年　5月　13日（水）18：30
（場　所）　那覇商工会議所　2Ｆホール

　5月13日に5月定例会が行われました。定例会では、確認、報告や新入会員の認証式が行われまし

た。新入会員の認証式では、新入会員の皆さんは、一言挨拶をしてもらい、那覇商工会議所青年部

としての意気込みや企業ＰＲをして、会長をはじめ全会員から暖かい拍手を贈りました。

　事業の部では、昨年度日本商工会議所青年部の仲田会長を講師として、講演会が行われました。

　仲田会長からのＱ＆Ａから始まり、仲田会長のユーモアを取り入れ、笑いありのとても和やかな

ムードな講演会でした。そして仲田会長の平成26年度日本ＹＥＧスローガンＹＥＧＩＮＮＯＶＡＴ

ＩＯＮ！！（躍動yakudou,縁結enketsu,我地力gachijikara）と[一灯照隅　万国照国]をテーマに熱く

語っていただき、今後の那覇商工会議所青年部としての自覚と目標が身に付く事業の部でした。

●新入会員紹介

お詫びについて。

ＨＡＩＳＡＩ4月号での誤りがありましたので、訂正させていただきます。大変申し訳ございませんでした。

優秀新人賞　誤：「新垣　順也・小渡　雄記・儀間　純」→正：「新垣　順也・日田　洋一・池村　
海仁・儀間　純」
優秀会員賞　誤：「米須　善一・砂川　栄三・渡嘉敷　唯志・下地　範雄・瀬底　政樹」→正：「米
須　善一・砂川　栄三・渡嘉敷　唯志・下地　範雄・瀬底　政樹・小渡　雄記」
ハイサイ４月号の写真で（誤「平成２７年度会長識名朝哉君」→正「平成２６年度会長識名朝哉君」）

　錦屋旗店（株）の営業担当　金城敦と申します。弊

社は、旗・のぼり・校旗・優勝旗等・印染一切を企

画・デザインから製品まで一環としたシステムで行っ

ている染屋でございます。

　創業は、明治44年（1911年）の今年で104周年に

なります。三代目社長　當間一也を中心に、昔ながら

の技法（引き染）を継承しながら、近代化した染色出

力機を取り入れ「高品質・短納期」・「満足を納品し

感動を共有する」ことを念頭に、日々さまざまなニー

ズを対応できるよう実践しております。

　「集客を上げたい」・「大切な方へ贈物」・「クラ

ブ活動に団旗を制作したい」等々小さな事でも、是非

ご相談下さい。目的に応じた製品を、精一杯ご提案さ

せて頂きます。

　当店は、那覇市長田の学校・飲食店などが立ち並ぶ

街中にある親子三名で営む小さなお店です。

　店頭では精米したての「お米」や手作りにこだわっ

た「おむすび」「おはぎ」等を販売しております。

　また飲食店や介護施設・保育園などへ業務用米の配

達も承っております。

　大変不便な場所ではございますが近くにお立ち寄り

の際は是非ご来店ください。

会員育成委員会
金城　敦（錦屋旗店株式会社）

お米とおむすびの店
穂の香

代表者：高良　大地

お米とおむすびの店
穂の香
住所：那覇市長田 2丁目 8−12
電話：833-7233
営業時間：朝 8:00 ～夜 7:00
定休日：日曜日～祝祭
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●5月定例会報告
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●新入会員紹介
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　「集客を上げたい」・「大切な方へ贈物」・「クラ

ブ活動に団旗を制作したい」等々小さな事でも、是非

ご相談下さい。目的に応じた製品を、精一杯ご提案さ

せて頂きます。

　当店は、那覇市長田の学校・飲食店などが立ち並ぶ

街中にある親子三名で営む小さなお店です。

　店頭では精米したての「お米」や手作りにこだわっ

た「おむすび」「おはぎ」等を販売しております。

　また飲食店や介護施設・保育園などへ業務用米の配
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　大変不便な場所ではございますが近くにお立ち寄り

の際は是非ご来店ください。
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五
月
二
十
日
（
水
）
に
、
那
覇
商
工
会

議
所
に
て
、
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
　
題

① 

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

総
会
に
つ
い
て

② 
新
規
会
員
に
つ
い
て

③ 
そ
の
他

　

五
月
二
十
九
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
、

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
総
会

の
日
程
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

新
規
会
員
と
し
て
、
二
名
の
方
が
承
認

さ
れ
、
新
た
に
女
性
会
の
会
員
と
し
て
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

五
月
二
十
二
日
（
金
）、
浦
添
商
工
会

議
所
に
お
い
て
、
沖
縄
県
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
張
本
ユ
リ
子
会
長
を

議
長
と
し
て
、
議
事
進
行
が
行
わ
れ
た
。

議
　
題

① 

平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
・
収
支

決
算
書
報
告

② 

平
成
二
十
六
年
度
若
手
後
継
者
等
育

成
事
業
活
動
報
告
・
補
助
金
収
支
決

算
報
告

③ 

平
成
二
十
七
年
度
役
員

④ 

平
成
二
十
七
年
度
事
業
計
画
（
案
）

⑤ 

平
成
二
十
七
年
度
活
動
計
画
（
案
）

⑥ 

平
成
二
十
七
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）

⑦ 

平
成
二
十
七
年
度
若
手
後
継
者
等
育

成
事
業
実
施
計
画
書
（
案
）

　　

新
年
度
は
、︻
私
た
ち
が
力
を
合
せ
て
、

地
域
を
盛
り
上
げ
、
県
連
女
性
会
の
知
名

度
ア
ッ
プ
に
繋
げ
ま
す
︼
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
県
連
女
性
会
を
内
外
に
ア
ピ
ー

ル
し
、
新
た
な
事
業
活
動
に
繋
げ
て
い
き

ま
す
。

那
覇
商
工
会
議
所
女
性
会

定
例
会
を
開
催

沖
縄
県
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
理
事
会
を
開
催
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ビ
ー
ル
の
商
品
企
画
や
宣
伝
な
ど
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
は
、
地
域
の
中

小
企
業
に
と
っ
て
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
い

す
ぎ
て
参
考
に
な
ら
な
い
と
思
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
商
品
の
代
表
格
で
あ
る
ビ
ー
ル
市

場
に
起
き
て
い
る
変
化
を
知
る
こ
と
で

大
き
な
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
地
域
発

ヒ
ッ
ト
商
品
の
開
発
を
目
指
す
事
業
者

に
と
っ
て
も
大
い
に
参
考
に
な
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
回
は
、「
プ
レ
ミ
ア
ム
」

か
ら
「
ク
ラ
フ
ト
」
へ
と
変
化
し
て
い

る
ビ
ー
ル
市
場
の
ト
レ
ン
ド
が
意
味
す

る
も
の
を
解
説
し
て
み
ま
す
。

　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
は
４
月
、
お
洒
落
な

ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
る
東
京
・
代
官
山

に
ス
プ
リ
ン
グ
バ
レ
ー
ブ
ル
ワ
リ
ー
と

い
う
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
特
徴
は
、
そ
こ
で
常
時
６
種

類
の
「
地
ビ
ー
ル
」
を
醸
造
し
て
販
売

す
る
こ
と
で
す
。
し
か
も
醸
造
す
る
釜

も
透
明
に
し
て
ガ
ラ
ス
張
り
の
一
角
に

配
置
し
、
つ
く
っ
て
い
る
中
身
を
公
開

し
て
い
る
点
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。

　
普
通
の
ビ
ー
ル
は
10
階
建
て
の
ビ
ル

ほ
ど
も
あ
る
醸
造
タ
ン
ク
で
、
ま
る
で

工
業
製
品
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
ま
す
。

わ
ざ
わ
ざ
効
率
の
悪
い
小
ロ
ッ
ト
で
つ

く
る
の
は
、
従
来
と
違
う
手
づ
く
り

の
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
客

層
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

目
の
前
で
職
人
が
働
い
て
い
る
と
こ
ろ

を
見
な
が
ら
飲
む
場
所
を
つ
く
る
こ
と

で
、
つ
く
り
手
の
伝
え
た
い
ス
ト
ー

リ
ー
を
直
接
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
い

う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

　
ビ
ー
ル
を
含
め
た
酒
類
全
体
の
消
費

量
は
平
成
８
年
を
ピ
ー
ク
に
下
が
り
続

け
て
い
ま
す
。
し
か
も
か
つ
て
は
全
体

の
７
割
以
上
を
占
め
て
い
た
ビ
ー
ル
の

構
成
比
は
平
成
24
年
で
は
３
割
程
度
ま

で
下
が
っ
て
い
ま
す
。
も
は
や
お
酒
と

い
え
ば
「
と
り
あ
え
ず
ビ
ー
ル
」
の
時

代
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
10
年
間
は
、
通
常
の
価
格
帯
よ

り
も
高
価
な
プ
レ
ミ
ア
ム
ビ
ー
ル
が
成

長
し
続
け
て
き
ま
し
た
。
消
費
者
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
す
る
な
か
で
、「
ビ
ー
ル

好
き
」
の
選
択
肢
と
し
て
の
ポ
ジ
シ
ョ

ン
を
確
保
し
た
か
ら
で
す
。
次
に
各
社

が
注
力
し
て
い
る
の
が
、
つ
く
り
手
の

顔
が
見
え
る
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
」
で

す
。
先
に
挙
げ
た
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
だ
け

で
な
く
、
サ
ン
ト
リ
ー
も
プ
レ
ミ
ア
ム

モ
ル
ツ
を
横
展
開
し
た
う
え
、
さ
ら
に

上
位
の
マ
ス
タ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
を
発
売

し
て
い
ま
す
。

　
価
格
勝
負
の
発
泡
酒
や
新
ジ
ャ
ン
ル

と
、
高
価
な
嗜
好
（
し
こ
う
）
品
と
し

て
の
ビ
ー
ル
に
二
極
化
し
て
い
る
わ

け
で
す
。
市
場
の
構
造
が
、
安
さ
追
求

の
日
用
品
と
「
こ
こ
一
番
」
の
高
級
品

に
分
か
れ
る
傾
向
は
ビ
ー
ル
に
限
ら
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
見
ら
れ
ま
す
。

モ
ノ
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て

も
同
様
で
す
。

　
地
域
発
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
開
発
す
る

な
ら
、
価
格
勝
負
の
量
産
品
を
つ
く
っ

て
も
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
く
て
も

指
名
買
い
さ
れ
る
も
の
を
ど
う
つ
く
る

か
が
勝
負
で
す
。
そ
の
際
は
、
品
質
が

本
当
に
良
い
の
は
当
然
と
し
て
、
つ
く

り
手
の
顔
が
見
え
、
か
つ
消
費
者
に
直

接
ス
ト
ー
リ
ー
を
届
け
る
工
夫
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
は
巨
大

企
業
で
す
が
、
同
じ
法
則
で
動
い
て
い

る
の
で
す
。

渡
辺

　和
博
／
わ
た
な
べ
・
か
ず
ひ
ろ

　日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所
上
席
研
究
員
。

日
経
Ｂ
Ｐ
社
が
発
行
す
る
日
経
ト
レ
ン
デ
ィ
は
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
在

り
方
な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、「
商
品
」
と

「
サ
ー
ビ
ス
」
の
新
し
い
潮
流
を
取
り
上
げ
紹

介
す
る
情
報
誌
。
世
の
中
の
ト
レ
ン
ド
や
流
行
、

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
な
ど
、
生
活
に
関

す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
幅
広
く
分
析
し
、
紹
介

し
て
い
る
。

ト
レ
ン
ド
通
信

日経 BPヒット総合研究所
上席研究員
渡辺　和博

ビ
ー
ル
戦
争
、
プ
レ
ミ
ア
ム
市
場
の
次
が
示
す
も
の

当商工会議所では、厚生労働省の委託事業「ジョブ・カード制度推進事業」の委託を
受け、当初内に沖縄県地域ジョブ・カードセンターを設置し、企業の人材育成や正規
雇用等の転換を図る事業を実施しております。
有期実習型訓練計画の作成から助成金の申請まで無料で支援しておりますので、是
非、ご利用くださいますようご案内申し上げます。
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全
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
基
本

で
あ
り
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
が
、

い
わ
ゆ
る
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
で
す
。

こ
れ
は
、「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」
を

略
し
た
も
の
で
、「
仕
事
の
動
脈
」「
組

織
の
血
液
」
と
も
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
欠
か
せ
な
い
情
報

伝
達
で
す
。「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
の
ゴ

ー
ル
は
、
相
手
に
正
確
に
伝
え
、
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
確
認
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

①
相
手
の
状
況
に
配
慮

　
相
手
の
時
間
や
都
合
を
考
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
相
手
が
忙
し
そ
う
に

し
て
い
て
も
、
お
構
い
な
し
に
「
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
」
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
相

手
は
い
ら
立
っ
た
り
、
上
の
空
だ
っ
た

り
で
、
聞
い
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る

か
ら
で
す
。
ま
ず
相
手
の
状
況
を
判
断

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

②
分
か
り
や
す
さ
に
配
慮

　
コ
ツ
は
、「
見
出
し
」
と
「
本
論
」

か
ら
構
成
す
る
点
に
あ
り
ま
す
。
メ
ー

ル
の
よ
う
に
、「
件
名
」
に
「
■
日
打

ち
合
わ
せ
の
件
」「
契
約
書
の
件
」
な

ど
と
記
す
よ
う
に
、「
見
出
し
」
に
該

当
す
る
部
分
か
ら
伝
え
る
と
、
相
手
は

今
す
ぐ
に
聞
く
べ
き
か
否
か
、
重
要
度

を
判
断
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。
例
え

ば
、「
先
日
の
ク
レ
ー
ム
の
続
報
で
す
」

と
伝
え
る
と
、「
あ
の
件
、
ど
う
な
っ

た
？
」
と
聞
く
耳
を
持
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、「
昨
日
欠
席
し
た
理
由

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
」
と
言
う
と
、

「
会
議
の
後
で
聞
く
か
ら
」
と
い
っ
た

具
合
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
や
り
取
り
が
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

③
視
覚
的
な
配
慮

　「
見
出
し
」
を
伝
え
、
相
手
が
受
け

入
れ
て
く
れ
る
サ
イ
ン
を
感
じ
た
ら
、

次
は
「
本
論
」
で
す
。
分
か
り
や
す
く
、

コ
ン
パ
ク
ト
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
適
宜
、

資
料
や
図
解
メ
モ
な
ど
の
視
覚
ツ
ー
ル

を
用
い
る
と
、
相
手
と
の
認
識
の
ズ
レ

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
相
手
を
安
心
さ
せ
る
配
慮
を

　
早
め
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
マ
メ
に
行

う
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
例
え
ば

仕
事
を
依
頼
し
た
相
手
が
ど
ん
な
に
優

秀
な
人
や
企
業
で
も
、
依
頼
側
に
は
常

に
不
安
が
つ
き
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
マ
メ
マ
メ
し

く
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
万
が
一
、
方
向
性
の
ズ
レ

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
早
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
分
か
れ
ば
、
軌
道
修
正
も
容
易
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
発
覚
が
締
め
切
り

間
際
だ
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
延
期
の
原
因

な
ど
に
も
つ
な
が
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
す
る
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と

を
心
得
ま
し
ょ
う
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
仕
事
力
を
如

実
に
表
す
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」。
こ
の

機
会
に
、
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

美
月

　あ
き
こ
／
み
づ
き
・
あ
き
こ
　

　人
財
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・AllAbout

「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
ガ
イ
ド
。
大
学
卒
業
後
、
国
際

線
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
（CA

）
と
し
て
十
七

年
間
勤
務
。
二
〇
〇
四
年
に
起
業
。CA

経
験
者
約

五
六
〇
〇
人
を
母
集
団
に
持
つ
「CA-STYLE

」
を

主
宰
。
企
業
の
顧
客
満
足
度
調
査
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
顧
客
の
期
待
と
知

覚
品
質
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
信
頼
性

や
共
感
性
な
ど
サ
ー
ビ
ス
品
質
に
お
け
る
六
つ
の

次
元
と
収
束
性
か
ら
顧
客
満
足
度
を
数
値
化
し
、

CA

経
験
者
の
感
性
を
付
加
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
著
書
に
『
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
乗
る
人

の
シ
ン
プ
ル
な
習
慣
』（
祥
伝
社
）、『
た
っ
た
一
分

で
う
ち
と
け
、
三
〇
分
以
上
会
話
が
つ
づ
く
話
し

方
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
な
ど
。

人材育成コンサルタント
美月　あきこ
( みづき・あきこ)

報
告・連
絡・相
談
に
必
要
な
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
新
潟
県
燕
市
に
「
フ
ジ
イ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
中
小
企
業
が
あ

る
。
創
業
は
今
か
ら
１
５
０
年
前
の

１
８
６
５
年
。
現
在
の
主
事
業
は
家
庭

用
草
刈
り
機
や
除
雪
機
な
ど
の
製
造
や

プ
レ
ス
部
品
の
受
注
生
産
で
あ
る
。

　
業
績
も
順
調
で
近
年
の
売
上
高
経
常

利
益
率
は
５
％
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い

る
。
同
社
の
こ
う
し
た
長
寿
や
好
業
績
の

要
因
は
多
々
あ
る
が
、
あ
え
て
一
つ
だ
け

取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
歴
代
社
長
の
経

営
の
考
え
方
・
進
め
方
が
、
社
員
や
仕
入

先
、
さ
ら
に
は
顧
客
や
地
域
住
民
の
高
い

支
持
を
集
め
て
き
た
か
ら
だ
。

　
こ
の
こ
と
は
、同
社
が
創
業
以
来
「
会

社
は
家
族
・
社
員
は
家
族
」
を
錦
の
旗
に
、

ど
ん
な
に
苦
し
く
な
っ
て
も
社
員
と
そ

の
家
族
の
命
と
生
活
は
守
る
こ
と
を
最

優
先
し
て
き
た
こ
と
を
見
れ
ば
よ
く
わ

か
る
。
近
年
の
例
で
い
え
ば
、
あ
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
、
売
上
高
は
半
分

近
く
に
激
減
し
、
数
億
円
の
赤
字
を
出

す
な
ど
甚
大
な
影
響
を
受
け
た
。
し
か

し
、
こ
の
と
き
も
同
社
は
、
人
員
を
整

理
す
る
ど
こ
ろ
か
、
離
職
者
す
ら
出
し

て
い
な
い
。

　
藤
井
大
介
社
長
は
常
々
「
人
件
費
と

い
う
言
葉
は
お
か
し
い
。
社
員
は
費
用

ど
こ
ろ
か
、
価
値
創
造
の
源
泉
だ
」
と

ま
で
言
い
切
る
。
こ
う
し
た
社
員
思
い

の
経
営
が
、
社
員
や
、
そ
の
家
族
の
会

社
愛
を
強
め
な
い
は
ず
は
な
い
。
先
日

も
あ
る
会
合
で
藤
井
社
長
か
ら
こ
ん
な

話
を
伺
っ
た
。
そ
れ
は
末
期
が
ん
に
な
っ

た
あ
る
社
員
が
、
意
識
が
も
う
ろ
う
と

す
る
中
で
、
家
族
宛
て
に
書
い
た
遺
書

の
話
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
死
ん
だ
ら
、

私
の
ひ
つ
ぎ
の
中
に
生
前
、
毎
日
着

て
い
た
会
社
の
制
服
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
火
葬
場
に
行
く
と
き
は
、
自
分

が
通
勤
し
て
い
た
道
路
を
走
り
大
好
き

な
会
社
に
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
社
員
に
愛
さ
れ
て
い
る
企

業
は
な
か
な
か
な
い
。
こ
の
話
を
聞
い

た
と
き
、
私
は
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
。

ま
た
、
藤
井
社
長
は
た
ま
た
ま
隣
に
い

た
一
人
の
社
員
を
指
さ
し
、
こ
う
言
っ

た
。「
社
員
の
多
く
は
二
世
代
、
三
世
代

続
く
社
員
で
す
。
彼
の
お
じ
い
さ
ん
も

元
社
員
。
社
員
も
世
襲
制
な
の
で
す
」。

　
こ
う
し
た
社
員
思
い
の
経
営
は
、
単

に
自
社
の
社
員
だ
け
で
は
な
く
仕
入
先
・

協
力
企
業
の
社
員
、
さ
ら
に
は
、
地
域

に
住
む
障
が
い
者
な
ど
に
対
し
て
も
実

践
さ
れ
て
い
る
。
仕
入
先
に
対
し
て
は

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
基
本
に
、
受
発
注

企
業
双
方
が
、
と
も
に
幸
せ
を
実
感
で

き
る
取
引
を
原
則
と
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
仕
入
先
・
協
力
企
業
で
不
良
品
を

出
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
も
、
一
方
的

に
そ
の
非
を
責
め
る
の
で
は
な
く
、
自

社
に
も
問
題
が
あ
る
と
い
う
意
識
で
、

同
社
か
ら
専
門
の
担
当
者
を
仕
入
先
・

協
力
企
業
に
派
遣
し
、
と
も
に
問
題
解

決
を
図
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
優
し
い
取
引
姿
勢
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
同
社
の
仕
入
先
・
協

力
企
業
と
の
取
引
歴
は
総
じ
て
長
く
、

中
に
は
取
引
歴
が
85
年
と
い
う
企
業
も

あ
る
と
い
う
。
余
談
で
あ
る
が
、
同
社

で
は
出
張
の
折
、
持
っ
て
い
く
手
土
産

は
、
地
域
の
障
が
い
者
が
働
く
就
労
施

設
で
生
産
販
売
し
て
い
る
商
品
だ
と
い

う
。
こ
う
し
た
話
を
聞
く
と
、
な
ぜ
フ

ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
元
気
な
の

か
が
分
か
る
気
が
す
る
。

坂
本
光
司
／
さ
か
も
と
・
こ
う
じ

　一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
福
井
県
立
大

学
教
授
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
な

ど
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
法

政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
（
地

域
づ
く
り
大
学
院
）
教
授
、
同
静
岡
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長
お
よ
び
同
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
兼
担
教
授
。
他
に
、
国
や
県
、
市
町
、

商
工
会
議
所
な
ど
の
審
議
会
・
委
員
会

の
委
員
を
多
数
兼
務
し
て
い
る
。
専
門

は
中
小
企
業
経
営
論
・
地
域
経
済
論
・

産
業
論
。
著
書
に
『
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
』（
あ
さ
出
版
）、『
こ

の
会
社
は
な
ぜ
快
進
撃
が
続
く
の
か
』

（
か
ん
き
出
版
）
な
ど
。

〜
家
族
の
命
と
生
活
を
守
り
続
け
る

フ
ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
〜

法政大学大学院
政策創造研究科
教授坂本光司

法政大学大学院
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全
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
基
本

で
あ
り
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
が
、

い
わ
ゆ
る
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
で
す
。

こ
れ
は
、「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」
を

略
し
た
も
の
で
、「
仕
事
の
動
脈
」「
組

織
の
血
液
」
と
も
例
え
ら
れ
る
ほ
ど
、

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
に
欠
か
せ
な
い
情
報

伝
達
で
す
。「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
の
ゴ

ー
ル
は
、
相
手
に
正
確
に
伝
え
、
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

　
で
は
、
具
体
的
に
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
確
認
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。

①
相
手
の
状
況
に
配
慮

　
相
手
の
時
間
や
都
合
を
考
え
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
相
手
が
忙
し
そ
う
に

し
て
い
て
も
、
お
構
い
な
し
に
「
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
」
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
相

手
は
い
ら
立
っ
た
り
、
上
の
空
だ
っ
た

り
で
、
聞
い
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る

か
ら
で
す
。
ま
ず
相
手
の
状
況
を
判
断

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

②
分
か
り
や
す
さ
に
配
慮

　
コ
ツ
は
、「
見
出
し
」
と
「
本
論
」

か
ら
構
成
す
る
点
に
あ
り
ま
す
。
メ
ー

ル
の
よ
う
に
、「
件
名
」
に
「
■
日
打

ち
合
わ
せ
の
件
」「
契
約
書
の
件
」
な

ど
と
記
す
よ
う
に
、「
見
出
し
」
に
該

当
す
る
部
分
か
ら
伝
え
る
と
、
相
手
は

今
す
ぐ
に
聞
く
べ
き
か
否
か
、
重
要
度

を
判
断
し
や
す
く
な
る
の
で
す
。
例
え

ば
、「
先
日
の
ク
レ
ー
ム
の
続
報
で
す
」

と
伝
え
る
と
、「
あ
の
件
、
ど
う
な
っ

た
？
」
と
聞
く
耳
を
持
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
、「
昨
日
欠
席
し
た
理
由

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
」
と
言
う
と
、

「
会
議
の
後
で
聞
く
か
ら
」
と
い
っ
た

具
合
に
、
ス
ム
ー
ズ
な
や
り
取
り
が
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

③
視
覚
的
な
配
慮

　「
見
出
し
」
を
伝
え
、
相
手
が
受
け

入
れ
て
く
れ
る
サ
イ
ン
を
感
じ
た
ら
、

次
は
「
本
論
」
で
す
。
分
か
り
や
す
く
、

コ
ン
パ
ク
ト
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
適
宜
、

資
料
や
図
解
メ
モ
な
ど
の
視
覚
ツ
ー
ル

を
用
い
る
と
、
相
手
と
の
認
識
の
ズ
レ

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
相
手
を
安
心
さ
せ
る
配
慮
を

　
早
め
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
マ
メ
に
行

う
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
例
え
ば

仕
事
を
依
頼
し
た
相
手
が
ど
ん
な
に
優

秀
な
人
や
企
業
で
も
、
依
頼
側
に
は
常

に
不
安
が
つ
き
も
の
で
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
マ
メ
マ
メ
し

く
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。
万
が
一
、
方
向
性
の
ズ
レ

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
早
い
タ
イ
ミ
ン

グ
で
分
か
れ
ば
、
軌
道
修
正
も
容
易
で

す
。
し
か
し
、
そ
の
発
覚
が
締
め
切
り

間
際
だ
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
延
期
の
原
因

な
ど
に
も
つ
な
が
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
発

展
す
る
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
こ
と

を
心
得
ま
し
ょ
う
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
仕
事
力
を
如

実
に
表
す
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」。
こ
の

機
会
に
、
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

美
月

　あ
き
こ
／
み
づ
き
・
あ
き
こ
　

　人
財
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・AllAbout

「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
ガ
イ
ド
。
大
学
卒
業
後
、
国
際

線
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
（CA

）
と
し
て
十
七

年
間
勤
務
。
二
〇
〇
四
年
に
起
業
。CA

経
験
者
約

五
六
〇
〇
人
を
母
集
団
に
持
つ
「CA-STYLE

」
を

主
宰
。
企
業
の
顧
客
満
足
度
調
査
や
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
な
ど
に
よ
っ
て
得
た
顧
客
の
期
待
と
知

覚
品
質
に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
を
は
じ
め
、
信
頼
性

や
共
感
性
な
ど
サ
ー
ビ
ス
品
質
に
お
け
る
六
つ
の

次
元
と
収
束
性
か
ら
顧
客
満
足
度
を
数
値
化
し
、

CA

経
験
者
の
感
性
を
付
加
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
著
書
に
『
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
に
乗
る
人

の
シ
ン
プ
ル
な
習
慣
』（
祥
伝
社
）、『
た
っ
た
一
分

で
う
ち
と
け
、
三
〇
分
以
上
会
話
が
つ
づ
く
話
し

方
』（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
な
ど
。

人材育成コンサルタント
美月　あきこ
( みづき・あきこ)

報
告・連
絡・相
談
に
必
要
な
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
新
潟
県
燕
市
に
「
フ
ジ
イ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
中
小
企
業
が
あ

る
。
創
業
は
今
か
ら
１
５
０
年
前
の

１
８
６
５
年
。
現
在
の
主
事
業
は
家
庭

用
草
刈
り
機
や
除
雪
機
な
ど
の
製
造
や

プ
レ
ス
部
品
の
受
注
生
産
で
あ
る
。

　
業
績
も
順
調
で
近
年
の
売
上
高
経
常

利
益
率
は
５
％
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い

る
。
同
社
の
こ
う
し
た
長
寿
や
好
業
績
の

要
因
は
多
々
あ
る
が
、
あ
え
て
一
つ
だ
け

取
り
上
げ
る
な
ら
ば
、
歴
代
社
長
の
経

営
の
考
え
方
・
進
め
方
が
、
社
員
や
仕
入

先
、
さ
ら
に
は
顧
客
や
地
域
住
民
の
高
い

支
持
を
集
め
て
き
た
か
ら
だ
。

　
こ
の
こ
と
は
、同
社
が
創
業
以
来
「
会

社
は
家
族
・
社
員
は
家
族
」
を
錦
の
旗
に
、

ど
ん
な
に
苦
し
く
な
っ
て
も
社
員
と
そ

の
家
族
の
命
と
生
活
は
守
る
こ
と
を
最

優
先
し
て
き
た
こ
と
を
見
れ
ば
よ
く
わ

か
る
。
近
年
の
例
で
い
え
ば
、
あ
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
際
、
売
上
高
は
半
分

近
く
に
激
減
し
、
数
億
円
の
赤
字
を
出

す
な
ど
甚
大
な
影
響
を
受
け
た
。
し
か

し
、
こ
の
と
き
も
同
社
は
、
人
員
を
整

理
す
る
ど
こ
ろ
か
、
離
職
者
す
ら
出
し

て
い
な
い
。

　
藤
井
大
介
社
長
は
常
々
「
人
件
費
と

い
う
言
葉
は
お
か
し
い
。
社
員
は
費
用

ど
こ
ろ
か
、
価
値
創
造
の
源
泉
だ
」
と

ま
で
言
い
切
る
。
こ
う
し
た
社
員
思
い

の
経
営
が
、
社
員
や
、
そ
の
家
族
の
会

社
愛
を
強
め
な
い
は
ず
は
な
い
。
先
日

も
あ
る
会
合
で
藤
井
社
長
か
ら
こ
ん
な

話
を
伺
っ
た
。
そ
れ
は
末
期
が
ん
に
な
っ

た
あ
る
社
員
が
、
意
識
が
も
う
ろ
う
と

す
る
中
で
、
家
族
宛
て
に
書
い
た
遺
書

の
話
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
死
ん
だ
ら
、

私
の
ひ
つ
ぎ
の
中
に
生
前
、
毎
日
着

て
い
た
会
社
の
制
服
を
入
れ
て
ほ
し
い
。

そ
し
て
火
葬
場
に
行
く
と
き
は
、
自
分

が
通
勤
し
て
い
た
道
路
を
走
り
大
好
き

な
会
社
に
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
こ
ま
で
社
員
に
愛
さ
れ
て
い
る
企

業
は
な
か
な
か
な
い
。
こ
の
話
を
聞
い

た
と
き
、
私
は
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
。

ま
た
、
藤
井
社
長
は
た
ま
た
ま
隣
に
い

た
一
人
の
社
員
を
指
さ
し
、
こ
う
言
っ

た
。「
社
員
の
多
く
は
二
世
代
、
三
世
代

続
く
社
員
で
す
。
彼
の
お
じ
い
さ
ん
も

元
社
員
。
社
員
も
世
襲
制
な
の
で
す
」。

　
こ
う
し
た
社
員
思
い
の
経
営
は
、
単

に
自
社
の
社
員
だ
け
で
は
な
く
仕
入
先
・

協
力
企
業
の
社
員
、
さ
ら
に
は
、
地
域

に
住
む
障
が
い
者
な
ど
に
対
し
て
も
実

践
さ
れ
て
い
る
。
仕
入
先
に
対
し
て
は

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
を
基
本
に
、
受
発
注

企
業
双
方
が
、
と
も
に
幸
せ
を
実
感
で

き
る
取
引
を
原
則
と
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
仕
入
先
・
協
力
企
業
で
不
良
品
を

出
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
も
、
一
方
的

に
そ
の
非
を
責
め
る
の
で
は
な
く
、
自

社
に
も
問
題
が
あ
る
と
い
う
意
識
で
、

同
社
か
ら
専
門
の
担
当
者
を
仕
入
先
・

協
力
企
業
に
派
遣
し
、
と
も
に
問
題
解

決
を
図
る
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
優
し
い
取
引
姿
勢
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
同
社
の
仕
入
先
・
協

力
企
業
と
の
取
引
歴
は
総
じ
て
長
く
、

中
に
は
取
引
歴
が
85
年
と
い
う
企
業
も

あ
る
と
い
う
。
余
談
で
あ
る
が
、
同
社

で
は
出
張
の
折
、
持
っ
て
い
く
手
土
産

は
、
地
域
の
障
が
い
者
が
働
く
就
労
施

設
で
生
産
販
売
し
て
い
る
商
品
だ
と
い

う
。
こ
う
し
た
話
を
聞
く
と
、
な
ぜ
フ

ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
元
気
な
の

か
が
分
か
る
気
が
す
る
。

坂
本
光
司
／
さ
か
も
と
・
こ
う
じ

　一
九
四
七
年
生
ま
れ
。
福
井
県
立
大

学
教
授
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
な

ど
を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
四
月
よ
り
法

政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究
科
（
地

域
づ
く
り
大
学
院
）
教
授
、
同
静
岡
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長
お
よ
び
同
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
兼
担
教
授
。
他
に
、
国
や
県
、
市
町
、

商
工
会
議
所
な
ど
の
審
議
会
・
委
員
会

の
委
員
を
多
数
兼
務
し
て
い
る
。
専
門

は
中
小
企
業
経
営
論
・
地
域
経
済
論
・

産
業
論
。
著
書
に
『
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
』（
あ
さ
出
版
）、『
こ

の
会
社
は
な
ぜ
快
進
撃
が
続
く
の
か
』

（
か
ん
き
出
版
）
な
ど
。

〜
家
族
の
命
と
生
活
を
守
り
続
け
る

フ
ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
〜

法政大学大学院
政策創造研究科
教授坂本光司

法政大学大学院
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─
　営
業
力
を
強
化
す
る
に
は
（
3
） ─

　売
上
高
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
会
社
の
内
情
を

調
べ
る
と
、
営
業
ス
キ
ル
以
前
の
問
題
と
し
て
、

営
業
活
動
が
あ
ま
り
出
来
て
い
な
い
ケ
ー
ス
に

よ
く
出
会
い
ま
す
。

　会
社
と
し
て
営
業
担
当
者
を
雇
っ
て
い
て
も
、

商
談
件
数
は
十
分
に
こ
な
せ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

　実
態
は
配
達
や
事
務
処
理
、
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
に
追
わ
れ
て
、
肝
心
の
提
案
活
動
が

疎
か
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

商
談
に
時
間
を
取
れ
て
い
る
か

　中
小
企
業
で
は
、
営
業
担
当
者
と
言
っ
て

も
実
に
幅
広
い
仕
事
を
こ
な
し
ま
す
。

　商
談
し
契
約
を
取
っ
て
来
る
だ
け
で
な
く
、

会
社
に
よ
っ
て
は
、
商
品
の
配
達
や
仕
入
、

既
存
客
へ
の
対
応
作
業
も
し
て
い
ま
す
。
見

積
書
や
提
案
書
も
作
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

チ
ラ
シ
や
Ｄ
Ｍ
ま
で
作
る
営
業
担
当
者
も
い

ま
す
。

　御
社
で
は
営
業
日
報
を
書
い
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
書
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
営
業

担
当
者
が
週
に
何
件
の
商
談
を
し
て
い
る
か

を
数
え
て
み
て
下
さ
い
。

　そ
の
際
、
単
な
る
立
ち
話
や
名
刺
置
き
件

数
に
入
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
り
の
立
場
の
相

手
と
座
っ
て
話
を
し
た
件
数
の
み
カ
ウ
ン
ト

し
て
下
さ
い
。

　そ
う
す
る
と
、
非
常
に
少
な
い
事
が
分
か

る
と
思
い
ま
す
。

　勤
務
時
間
の
多
く
を
商
談
以
外
の
時
間
に

割
か
れ
て
い
る
状
態
で
は
、
既
存
客
へ
の
対

応
が
精
一
杯
で
、
新
た
に
何
か
を
提
案
し
て

取
引
を
拡
大
し
た
り
、
新
規
客
を
積
極
的
に

開
拓
し
た
り
す
る
所
ま
で
は
手
が
回
ら
な
い

の
は
当
然
で
す
。

営
業
職
の
職
責
を
確
認
す
る

　営
業
担
当
者
と
し
て
も
、
営
業
会
議
で
は

目
標
達
成
へ
の
決
意
を
表
明
す
る
も
の
の
、

日
常
業
務
で
は
商
談
以
外
の
時
間
が
長
い
訳

で
す
。

　会
議
の
時
だ
け
「
営
業
マ
ン
」
で
す
が
、

会
議
が
終
わ
る
と
「
配
達
人
」
や
「
作
業

者
」
、
「
事
務
員
」
に
な
る
。
こ
れ
で
は
成

績
が
振
る
わ
な
い
の
は
当
然
で
す
。

　営
業
職
は
売
る
の
が
仕
事
で
あ
り
、
そ
の

為
に
給
与
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。
言
葉
を

変
え
る
と
、
「
い
か
に
多
く
の
商
談
を
こ
な

し
て
契
約
を
取
っ
て
く
る
か
」
が
仕
事
で
す
。

　こ
こ
を
常
に
確
認
し
な
い
と
、
目
標
も
会

議
も
空
回
り
し
ま
す
。

　も
ち
ろ
ん
、
商
談
は
質
が
大
事
で
す
。
や

み
く
も
に
動
い
て
も
結
果
は
出
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
質
を
向
上
さ
せ
る
に
は
経
験
量
が
重

要
で
す
。

　と
に
か
く
多
く
の
商
談
を
こ
な
し
、
失
敗

か
ら
一
つ
一
つ
学
ん
で
い
く
事
で
、
営
業
ス

キ
ル
は
向
上
し
ま
す
。

　商
談
の
場
数
を
踏
ま
ず
に
研
修
だ
け
で
営

業
ス
キ
ル
が
伸
び
る
事
を
期
待
す
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

営
業
担
当
者
が
動
け
る
体
制
を

　営
業
担
当
者
に
「
も
っ
と
商
談
を
こ
な
し

な
さ
い
」
と
言
っ
て
も
、
実
際
に
多
く
の
業

務
を
抱
え
て
い
て
は
、
気
持
ち
が
有
っ
て
も

動
き
が
伴
い
ま
せ
ん
。

　し
た
が
っ
て
、
社
内
の
役
割
分
担
を
見
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　基
本
的
に
書
類
作
成
や
仕
入
な
ど
、
会
社

に
い
な
い
と
出
来
な
い
仕
事
は
、
別
の
社
員

が
受
け
持
つ
べ
き
で
す
。

　営
業
担
当
者
は
可
能
な
限
り
、
客
先
に
出

向
く
べ
き
で
す
。
業
績
の
悪
い
会
社
ほ
ど
、

営
業
担
当
者
が
社
内
に
い
ま
す
。

　ま
た
、
営
業
と
配
送
は
可
能
な
限
り
、
担

当
者
を
分
け
る
べ
き
で
す
。
営
業
と
配
送
は

本
来
、
別
の
職
種
で
す
。
セ
ー
ル
ス
ド
ラ
イ

バ
ー
と
言
う
と
聞
こ
え
は
い
い
で
す
が
、
実

際
は
ド
ラ
イ
バ
ー
で
す
。

　業
種
に
よ
っ
て
は
、
受
注
後
に
営
業
担
当

者
が
窓
口
に
な
っ
て
案
件
を
進
め
る
会
社
も

あ
り
ま
す
が
、
作
業
に
関
す
る
事
は
、
別
の

社
員
が
受
け
持
つ
べ
き
で
す
。

　ま
た
、
商
品
開
発
や
チ
ラ
シ
作
成
な
ど
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
も
、
営
業
担
当
者
に

さ
せ
る
よ
り
も
、
内
勤
者
が
主
体
的
に
関
わ

っ
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。
営
業
担
当
者
が

兼
務
す
る
と
、
営
業
活
動
が
疎
か
に
な
る
か
、

こ
れ
ら
の
仕
事
が
滞
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
な

り
ま
す
。

　こ
う
い
っ
た
役
割
分
担
を
整
理
す
る
の
は

経
営
者
の
仕
事
で
す
。
組
織
体
制
が
出
来
て

な
い
の
に
尻
だ
け
叩
い
て
も
現
場
は
動
け
ま

せ
ん
。
営
業
担
当
者
が
商
談
に
動
け
る
体
制

を
作
っ
て
下
さ
い
。

株式会社経営戦略オフィス
代表取締役

中小企業診断士

井海宏通 123

井
海

　宏
通

　株
式
会
社
経
営
戦
略
オ
フ
ィ

ス
代
表
取
締
役
。
中
小
企
業
診

断
士
。
那
覇
を
拠
点
に
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
活
動

中
。
那
覇
商
工
会
議
所
登
録
エ

キ
ス
パ
ー
ト
。
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
。

■連絡先■
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内閣官房　内閣官房副長官補室
（担 当：林）　  　TEL：03ー 3581ー 5073
（担 当：近 藤）　TEL：03ー 3581ー 3888
（担 当：田 中）　TEL：03ー 3581ー 0698

夕方を想起させるオレンジ
色を基調に、豊かな時間が
広がっていくことを表現し
たデザインです。

『ゆう活』（ゆうやけ時間活動推進）は、勤務修了時刻が早まることで生まれる夕
方の時間で、生活を豊かにしていくという考え方から名付けられました。今まで
勤務時間に充てられていた “夕” 方の時間に、“悠々” とした自分の時間が生まれ
ることでより一層生活を豊かにしていく。『ゆう活』を通じて、国民の働き方が変
わることで、生活スタイルの変革を推進します。

政府は、「夏の生活スタイル変革」の通称を『ゆう活』に決定し、『ゆう活』を促
す国民運動を盛り上げていくこととしました。「夏の生活スタイル変革」は、朝早
くから働き始め、明るい夕方のうちに仕事を終わらせ、夕方からは家族や友人と
の時間を楽しむことを推進してワークライフバランスを実現し、国民が豊かさを
実感できるようにすることを目的としています。

『ゆう活』のロゴマークについて

『ゆう活』とは

はじめよう! 夕方を楽しく活かす働き方。

「夏の生活スタイル変革」の通称が決定

『ゆう活』

ゆ う や け 時 に
悠 々 と し た 時 間 が 生 ま れ る 。
友 人 と 会 え る 。
遊 ぶ 時 間 が 増 え る 。
家 族 で 過 ご す 優 し い 時 間 が で き る 。
新 し い 人 ・ モ ノ ・ こ と と 自 分 が 結 ば れ る 。
勤 務 時 間 が 、１ 、２ 時 間 早 ま る こ と で 生 ま れ る
自 分 の 時 間 で 生 活 を 豊 か に し て い こ う 。
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•  ５月の全産業合計の業況ＤＩは、▲13.5と、前月から＋1.8ポイントの改善。輸出増に伴う生産の伸びや 好調
なインバウンドによる下支え、株高・賃上げに伴う消費者のマインド好転に加え、一部で設備投資の動きが出
始めるなど、中小 企業の景況感は、受注・売上の回復を背景に持ち直しに向けた動きが進む。ただし、比較
対象の前年同月は駆け込み需要の反動の影 響から業況が一段と悪化した時期であることに留意が必要。また、
業況ＤＩの好転は、「悪化」から「不変」への変化が主因であり、 依然としてコスト増や取引価格への転嫁遅
れ、人手不足などが足かせとなる状況が続いている。

•  先行きについては、先行き見通しＤＩが▲14.3（今月比▲0.8ポイント）とほぼ横ばいを見込む。コスト 増加
分の価格転嫁遅れや人手不足、人件費の上昇などが、引き続き経営の足かせになるとの見方から、一部にも
たつきが残る。他方 で、大手企業の業績改善が進む中、受注増や設備投資の持ち直しへの期待感が伺えるほ
か、夏の賞与増を含む所得環境の好転から、 個人消費の伸びを見込む声も聞かれている。

業況ＤＩは、改善続く。
先行きは横ばい圏内で推移も、持ち直しに期待感

業況ＤＩは、改善続く。
先行きは横ばい圏内で推移も、持ち直しに期待感

6月LOBO（早期景気観測）調査

●売上面では、全産業合計の売上ＤＩは▲４．５と、前月から改善。産業別にみると、建設業でほぼ横ばい、その他の４
業種で改善した。  

●採算面では、全産業合計の採算ＤＩは▲１２．８と、前月から改善。産業別にみても、全業種で改善した。
●資金繰り面では、全産業合計の資金繰りＤＩは▲１０．４と、前月から悪化。産業別にみると、小売業でほぼ横ばい、
その他の４業種で悪化した。  

●仕入価格面では、全産業合計の仕入単価ＤＩは▲４３．７と、前月からほぼ横ばい。産業別にみると、建設業、製造業
で改善、卸売業で悪化、その他の２業種でほぼ横ばい。  

●従業員面では、全産業合計の従業員ＤＩは１２．１と、前月から人手不足感が強まった。産業別にみると、建設業、サー
ビス業で人手不足感が強まり、卸売業で弱まった。その他の２業種はほぼ横ばい。

【建設業】からは、「資材価格の値上げが見込まれるが、依然としてコスト増加分の転嫁が十分にできておらず、さらな
る収益圧迫を懸念」（一般工事業）、「労務単価の見直しなどにより公共工事の採算は好転しているが、発注量が少ないた
め、期待したほどの利益を得られていない」（一般工事業）、「住宅をはじめ民間工事の引き合いが徐々に増えてきており、
今後の受注見通しにも明るさが感じられる」（建築工事業）などの声が寄せられている。 

【製造業】らは、「円安定着により、海外産の冷凍すり身などの仕入価格が高止まりしているが、転嫁が進まず、採算は
厳しい」（水産食料品製造業）、「取引先の鉄鋼メーカーが今年度の設備投資計画を大幅に上積みしたため、受注が伸びて
いる」（産業用機械部品製造業）、「国内向けは依然として鈍いものの、北米を中心に輸出向けが好調。生産性を高めるた
め、省力化投資を行う予定」（自動車部品製造業）などの声が寄せられている。 

【卸売業】からは、「人材確保が困難なため、初任給の引き上げやベースアップを検討中。他方で、人件費の増大による
経営への影響が心配」（農産物卸売業）、「原材料高により仕入コストの増大が続いていたが、取引先との交渉に注力した
結果、販売価格への転嫁が徐々に進んできている」（食料品卸売業）、「業績が堅調に推移しており、物流拠点の集約や能
力増強などの設備投資を検討している」（塗料・照明器具等卸売業）などの声が寄せられている。

【小売業】からは、「ゴールデンウィーク後半に天気が崩れたほか、台風もあって多少なり客足に影響がみられたが、子
供服や雑貨などを中心に売上は好調」（百貨店）、「６月にプレミアム付き商品券が発行されるため、売上増を期待。ただ
し、商品によって品薄になる恐れもあり、在庫管理が難しい」（総合スーパー）、「外国人観光客の来店が増えているため、
中国語を話せるスタッフを雇いたいが、希望する人材が少なく、採用は難しい」（衣料品・服飾雑貨販売店）などの声が
寄せられている。

【サービス業】からは、「気温の上昇とともに飲料などの引き合いが増えることが見込まれるが、ドライバー不足が深刻
であり、対応に苦慮している」（運送業）、「野菜が高値となっているほか、食料品の値上げもあって、採算が悪化」（飲
食店）、「北陸新幹線を利用して来県する観光客が多く、特に休日は満室の状況が続いている」（旅館業）などの声が寄せ
られている。
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❶  金融個別相談会のお知らせ
❷  販売促進セミナー
❸  企業PR便
❹  NBCコンサルタンツ（株）
❺  （株）マネジメントアシスタント
❻  経営安定特別相談室のご案内
❼  沖縄県キャリアセンター

❽  那覇市プレミアム付き商品券
❾  マイナンバー制度と消費税転嫁対策
10  沖縄県産業振興公社
11  手話講習会
12  （有）デジタルキッチン
13  掘下社会保険労務士事務所

今月のお知らせ

那覇市プレミアム付商品券
※詳細については同封の折り込みチラシにて

取扱店
募集中


